
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答え：皆様に市バスをご利用していただくことが大切です 

少子高齢化の進行等により乗車人員が減少傾向にあり厳しい経営環境が続いて

います。神戸の市バス路線の約 7割が赤字路線となっています。 

交通局では営業所の民間委託や人件費の削減など経営改善に取り組んでいます

が、あわせて不採算路線については見直しを行っていく必要があります。 
 

（参考）一日あたり乗車人員の推移 
 

平成 10 年度 
→ 

平成 20 年度 
→ 

平成 29 年度 

279,621 人／日 211,176 人／日 186,762 人／日 

 

（参考）平成 29 年度営業収益及び営業費用 
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バスの本数を増やしたり路線を長くすることは、それだけ多くの経費がかかりま

す。実際の利用状況に見合った以上の運行を行えば、一時的に便利になるかもしれま

せんが、採算が取れなくなり乗車料金を値上げするか路線を維持できず廃止というこ

とにつながります。 

路線を維持し便利にしていくためには、より多くのお客様がその路線をご利用いた

だくことが必要です。ご協力をお願いいたします。 

その２の答え 

 
市バス路線のルートや始発・終発

のバスの時刻、便数などはどうや

って決めているの？ 

お客様の声 その１ 

 

市バスの本数を多くしたり、運行時

刻の延長や乗り換えなしで遠くま

で行けるようにするなど便利にし

てほしい。 

お客様の声 その２ 

 
神戸の市バスの役割は、基幹交通である鉄道とお住まいの地域をつないで公共交

通を補完することにあります。 

市バス路線は、鉄道との役割分担を図りながら、日々の各路線のご利用状況や適

宜実施している乗降調査、お客様の声、地域の状況（地形・交通アクセス・高齢化

率など）、地域間の公平性、採算性などを踏まえて総合的に勘案し決定しています。 

皆様からのご意見は、より良いバス路線にしていくための貴重な参考となります

ので、ぜひお聞かせください。 

その１の答え 

 
市バスを運行するための費用は、税金ではなく原則として乗車料収入で賄っていま

す。市バス路線を維持するためには、乗車料収入と運行経費の採算をとる必要があり、

交通局では適正な料金負担で市バスをご利用いただけるよう運行の効率化に努めて

いるところです。 

その３の答え 

 

赤字路線は全て見直しをするの？ 

お客様の声 その５ 

 

市バス路線の運営はどのように行わ

れているの？税金をちゃんと払って

いるのだから、もっと市バスを便利に

してほしい。 

お客様の声 その３ 

 
市バス路線を維持していくため、原則としてお客様の利用状況と乗車料収入に見合

うように路線の長さを短くしたり運行本数を減らすなどによって見直しをします。 

一方で市バスは「市民の足」を確保する役割を担っているため、他に代替手段がな

く各地域の生活を維持するために必要な路線については運行を行っています。 

路線を維持し便利にしていくためには、より多くのお客様にその路線をご利用して

いただくことが大切ですのでご協力をお願いいたします。 

 

その５の答え 

 

市バスの経営状況はどうなっています

か？ 

お客様の声 その４ 

その４の答え 
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